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激しい川の流れによりえぐられた富沢地内の橋や道路

町長提出10議案、
議員提出１議案を可決
町長提出10議案、
議員提出１議案を可決

道路道路

台
風
１９
号
に
よ
る

　
　
　
　

災
害
復
旧
費
を
可
決

12月

定例会

指  

定  
管  

理

問答

問問 答答

　

12
月
定
例
会
は
12
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
町
長

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
条
例
制
定
を
は
じ
め
、
議
会

議
員
報
酬
等
に
係
る
条
例
の
一
部
改
正
、
各
会
計
補
正
予
算
な

ど
10
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
意

見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
、
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
議
案

の
正
式
名
称
は
５
ペ
ー
ジ
の
議
案
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補　

正　

予　

算

◆ 

町
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　

歳
入
で
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金
や
災
害
復

旧
費
国
庫
負
担
金
な
ど
の
追
加
、
歳
出
で
は
台
風
19
号
に
よ

る
災
害
復
旧
費
、
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
、
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
補
助
な
ど
を
計
上
し
、
６
億
１
、
５
６
２
万
円

を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
を
90
億
８
、
８
９
６
万
円
と
し
ま

す
。

町
道
の
土
砂
崩
れ

な
ど
に
よ
る
災
害

復
旧
は
。小

規
模
な
災
害
は

年
度
内
の
復
旧

目
指
し
、
町
道
８
路
線
14

箇
所
、
農
地
・
農
業
施
設

11
地
区
は
国
の
査
定
を
受

け
、
復
旧
工
事
を
行
い
ま

す
。

個
人
の
宅
地
、
田

畑
な
ど
の
土
砂
崩

れ
な
ど
へ
の
支
援
補
助
は
。

土
留
鋼
鈑
、
土
の

う
袋
、
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
な
ど
の
資
材
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

す
で
に
刈
っ
た
稲

わ
ら
が
、
刈
っ
て

い
な
い
水
田
に
流
れ
た
場

合
、
除
去
す
る
た
め
の
借

上
げ
重
機
な
ど
に
対
す
る

補
助
も
必
要
で
は
。

個
人
で
は
な
く
、

集
落
単
位
で
の
補

助
を
考
え
て
い
ま
す
。

を
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定
住
促
進
事
業
に

お
け
る
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
補
助
金
の
補

正
増
に
つ
い
て
、
当
初
予

算
６
０
０
万
円
の
範
囲
内

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
。

補
助
額
上
限
を
一

人
当
た
り
18
万
円

で
維
持
し
、
対
象
者
増
へ

対
応
す
る
た
め
の
補
正
増

で
す
。

紫
雲
閣
を
見
学

し
、
す
ば
ら
し
い

と
感
動
し
て
帰
る
人
が
い

る
ほ
ど
、
修
繕
す
る
価
値

が
あ
る
の
で
、
計
画
を
立

て
進
め
て
ほ
し
い
。

高
額
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
庁
内
で
検
討
し
て
い

る
段
階
で
す
。

森
林
景
観
伐
採
業

務
と
は
。

里
山
保
全
な
ど
、

散
策
で
き
る
山
道

の
景
観
づ
く
り
な
ど
で
す
。

障
が
い
児
給
付
費

が
高
額
に
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

利
用
者
が
16
名

増
加
し
た
た
め

で
す
。

旧
沢
石
福
祉
館
を
、

ま
ほ
ら
っ
こ
沢
石

教
室
活
動
施
設
に
改
修
す

る
こ
と
に
な
っ
た
、
経
過

と
開
始
時
期
は
。

地
元
住
民
か
ら
、

ま
ほ
ら
っ
こ
へ
の

使
用
提
案
が
あ
り
、
庁
内

で
検
討
し
た
結
果
、
利
活

用
で
き
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
来
年
度
か
ら
、
利
用

開
始
の
予
定
で
す
。

岩
江
小
学
校
備
品

購
入
費
で
、
購
入

す
る
も
の
は
。
ま
た
、
今

後
の
岩
江
小
学
校
の
児
童

数
の
傾
向
は
。　

児
童
の
椅
子
・
机

18
人
分
、
教
師
の

机
２
人
分
を
２
教
室
分
、

他
に
シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
、

消
火
器
な
ど
。
岩
江
地
区

は
西
ノ
内
団
地
の
分
譲
に

よ
り
、
児
童
は
一
時
的
に

増
え
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
。　

幼
児
教
育
無
償
化

に
伴
う
交
付
税
は
。

無
償
化
に
伴
い
、

公
立
施
設
で
は
現

在
３
歳
以
上
の
保
育
料
を
、

町
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
一
定
割

合
が
地
方
交
付
税
措
置
さ

れ
ま
す
。備

品
購
入
費
の
児

童
ク
ラ
ブ
事
務
用

パ
ソ
コ
ン
は
、
何
年
で
買

い
替
え
ま
す
か
。

５
年
程
度
で
交
換

し
ま
す
。

問

問問

問 答

答答

問

問

問

問

答

答

答

答

答

改修予定の旧沢石福祉館

修繕が必要な紫雲閣

児童生活センター事務室

１２月補正予算に計上された主な事業

災 害 復 旧 費

障がい者自立支援給付費

罹災救助費等給付事業

小 学 校 管 理 費

第 ２ 保 育 所 費

定 住 促 進 事 業

５億３,３７０万円

１億２,１１０万円

542万円

４５６万円

　  ４１３万円

　１００万円

予算（事業名） 補正額 概　　要

台風１９号により被災した町道、農地、農業用施設等の災害
復旧に要する調査設計委託料、復旧工事費等。

自立支援給付費、更生医療給付費、育成医療給付費、障がい
児給付費。

台風１９号により被災し一定の要件を満たす場合に、災害見
舞金や災害弔慰金を支給します。

岩江小学校で放送設備更新工事や学級増に伴う備品購入
を、三春小学校で手摺設置工事を行います。

園舎増築に伴う備品購入費、建築完了検査手数料、給水申
込手数料。

将来を担う若者の定住を図るため、町内に定住し、就業する
方を対象に奨学金の返還を支援します。
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たくさんの遊具

あいさつする鈴木委員長(右から２人目）

会計年度任用職員制度
　　令和２年４月から施行
会計年度任用職員制度
　　令和２年４月から施行

問

問

問

問

答

答

答答

条　
　
　
　
　

例

現　

地　

視　

察

陳　

情

◆ 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す
る
条
例
制
定

　

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
採
用
予
定
は

令
和
２
年
度
の
採
用
予
定
は

何
人
雇
用
す
る
予

定
で
、
金
額
は
。

85
か
ら
90
名
の
雇

用
を
予
定
し
、
令

和
元
年
度
と
比
べ
３
、
９

０
０
万
円
程
度
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

３
、
９
０
０
万
円

に
は
、
期
末
手
当

等
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

含
ま
れ
て
い
ま

す
。

経
費
は
す
べ
て
単

費
で
す
か
。

す
べ
て
町
の
持
ち

出
し
で
す
。

保
育
士
が
不
足

し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
。

不
足
し
て
い
ま
す

の
で
、
給
与
の

高
い
設
定
で
の
募
集
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度…

現
行
の
臨
時
職
員
な

ど
が
会
計
年
度
任
用
職
員

に
移
行
さ
れ
、
通
勤
手
当
、

期
末
手
当
な
ど
の
支
給
が

可
能
と
な
る
等
の
新
制
度
。

◆ 

地
方
財
政
の
充
実
・
強

　

 

化
を
求
め
る
意
見
書
提

　

 

出
の
陳
情

陳
情
者

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合

　

会
福
島
県
連
合
会
田
村

　

地
区
連
合
会

　

議
長　

白
岩　

進
一
郎

結
果　

採
択

窓口業務を行う臨時職員

　

子
ど
も
の
屋
内
遊
び

場
の
整
備
検
討
の
参
考

に
す
る
た
め
、
12
月
５

日
に
総
務
常
任
委
員
会

が
、
玉
川
村
の
室
内
遊

び
場
「
わ
く
わ
く
ら
ん

ど
た
ま
か
わ
」
を
現
地

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
原
発

事
故
の
放
射
線
の
影
響

に
よ
り
、
屋
外
遊
び
が

制
限
さ
れ
て
い
た
親
子

の
ス
ト
レ
ス
解
消
等
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
に
福
島

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
型
遊
具
、
自
動
車
型
遊
具
、
お
ま
ま
ご
と
の
遊

具
な
ど
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
遊
び
場
で
す
。　

　

運
営
は
、
玉
川
村
が

民
間
会
社
に
委
託
し
て

い
ま
す
。
年
間
２
万
人

以
上
の
利
用
者
が
あ
り
、

現
在
ま
で
大
き
な
事
故

や
け
が
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
総
務
委
員
会

に
お
い
て
、
現
地
視
察

の
成
果
を
生
か
し
て
協

議
・
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　



区分 議　案 結果
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12月定例会提出議案および審議結果一覧

＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

※ ■の議案は、審査内容の一部を２ページから４ページ
　に掲載しています。

区分 議　案 結果

補　

正　

予　

算

条　
　

例

陳
情

地方財政の充実・強化を求める意見書の

提出について

令和元年度三春町一般会計補正予算

（第５号）について

令和元年度三春町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）について

令和元年度三春町介護保険特別会計

補正予算（第３号）について

令和元年度三春町放射性物質対策特別

会計補正予算（第２号）について

令和元年度三春町病院事業会計補正

予算（第1号）について

令和元年度三春町下水道事業等会計

補正予算（第１号）について

可決

可決

可決

可決

可決

可決

区分 議　案 結果

可決

可決

可決

可決

可決

会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の制定について

町長等の給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について

職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

議会議員の議員報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

広

報

広

聴

特

別

委

員

会

視
察
研
修
の
成
果
を
生
か
し
た
議
会
報
を

宮城県川崎町議会での研修のようす

国際交流協会との意見交換会

　

12
月
定
例
会
で
開
催
し
た
特
別
委
員
会
の
調
査
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
視
察
研
修
の
成
果
〉

　

11
月
に
行
っ
た
、
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
議
会
と
宮
城

県
川
崎
町
議
会
の
視
察
研
修
の
内
容
を
再
確
認
し
、

当
委
員
会
に
と
っ
て
の
課
題
や
問
題
点
を
整
理
し
、

研
修
成
果
を
今
後
の
議
会
報
の
編
集
に
、
ど
の
よ
う

に
生
か
す
か
協
議
し
ま
し
た
。　

〈
「
議
会
報
み
は
る
」
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意
見
等
〉

　

11
月
１
日
に
発
行
し
た
「
議
会
報
み
は
る
第
１
５

８
号
」
に
対
し
て
、
７
名
の
「
議
会
報
み
は
る
」
モ

ニ
タ
ー
や
、
議
会
ク
イ
ズ
応
募
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
、
感
想
を
確
認
し
、
今
後
の
議
会
報
の
編
集
に
、

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
協
議
し
ま
し
た
。

〈
「
議
会
報
み
は
る
第
１
５
９
号
」
の
編
集
〉

　

表
紙
は
「
西
方
水
か
け
祭
り
」
と
し
、
全
体
構
成

は
12
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
、
台
風
19
号
に
よ
る

町
内
被
災
地
の
現
地
調
査
の
よ
う
す
や
町
民
と
議
会

と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
状
況
、
当
委
員
会
が
行
っ

た
視
察
研
修
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

〈
意
見
交
換
会
の
取
り
ま
と
め
な
ど
〉

　

意
見
交
換
会
の
今
後
の
取
り
ま
と
め
、
町
へ
の
申

入
れ
日
程
や
、
令
和
２
年
度
の
「
議
会
報
み
は
る
」

モ
ニ
タ
ー
の
選
出
方
法
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
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町   政   を   問   う
一 般 質 問 に 7 名 登 壇

一般質問とは

※　〇の番号の質問を掲載しています。
※　誤字の修正、表現の統一を除き、議員から提
　出された原稿をそのまま掲載しています。

　１２月定例会では、１２月３日（火）に一般質問

を行い、７名の議員が町政について、町執行

側に対し質問しました。

　当日は、４階議場やモニターを設置した３階

会議室で、１００名を超える傍聴者の皆さんが

議員による質問と執行者の答弁のようすに、

熱心に耳を傾けていました。

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすことです。

単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な

活動です。

鈴　木　利　一  議員

影　山　初　吉  議員

①　新町長としての三春町の将来ビジョンについて

２　各学校施設での防災対策について

③　子どもの室内遊び場の確保について

①　大規模災害時の対応について

P７

篠　崎　　　聡  議員
①　台風19号後の町営団地・分譲地契約状況に

　ついて

P９

新　田　信　二  議員
１　新町長の方針について
②　台風19号の被害について
３　冬季期間の火災予防について
④　消防団員の処遇改善について

P10

橋　本　善一郎  議員
①　遊休農地の利活用について

P11

松　村　妙　子  議員
①　災害時の備蓄品へ乳児用液体ミルク導入に

　ついて

②　町立三春病院について

P12

P13

山　崎　ふじ子  議員
①　教育長としての就任にあたり所信を伺う

②　三春町及び田村広域行政組合におけるごみ処理

　について

P８

多くの傍聴者がつめかけた議場
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子育て支援センター

将来ビジョンを答弁する坂本町長

子 ど も の

室内遊び場

遊
び
場
確
保
の
計
画
は

充
実
を
図
る
必
要
と
認
識

問答

問

答

夢の持てる町づくりの構想は

拠点づくりで活性化を図る

質　

問

質　

問

再
質
問

再
質
問

　

鈴　木　利　一  議 員

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

新

町

長

の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

　

町
民
が
夢
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
、
来
年
度
か

ら
の
長
期
計
画
の
中
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
、
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
か
。

　

①
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

②
地
域
と
行
政
の
協
働
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
③
子

ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
の

充
実
④
ご
み
処
理
へ
の
対

応
、
と
い
っ
た
こ
と
を
特

に
取
組
み
を
進
め
た
い
。

　

「
地
域
と
行
政
と
の
新
た

な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
考

え
は
。

　

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
今
ま
で
の
仕
事
内

容
を
見
直
し
て
、
例
え
ば
、

　

子
育
て
世
代
か
ら
多
く

の
要
望
が
あ
る
室
内
遊
び

場
の
確
保
を
、
来
年
度
か

ら
の
計
画
策
定
の
中
で
検

討
し
ま
す
か
。

　

現
在
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
、

そ
れ
以
外
に
も
既
存
の
町

有
施
設
を
念
頭
に
、
設
置

を
検
討
し
た
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
使
い
づ
ら
い
ス
ペ
ー
ス

な
の
で
、
ほ
か
の
町
有
施

設
で
の
早
急
な
設
置
を
検

討
し
て
は
。

　

ま
た
、
土
日
曜
日
の
利

用
の
要
望
も
多
い
。

　

既
存
の
施
設
で
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
実

施
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
土
日
曜
日
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
現
体
制

で
で
き
る
か
部
内
で
検
討

し
た
い
。

町
か
ら
の
職
員
を
派
遣
す

る
な
ど
し
て
、
昔
の
村
役

場
の
よ
う
な
拠
点
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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山　崎　ふじ子  議 員

思いを熱く語る添田教育長

教育長としての思いは

教育立町を目指したい

問

答

Ｃ
Ｏ
₂
削
減
の
た
め
で
き
る
こ
と
は
何
か

ご
み
の
分
別
の
徹
底
が
最
も
効
果
的

問答

リサイクル率を高めよう

回収量が減ってきた

　

教
育
長
就
任
に
あ
た
り

所
信
を
伺
い
ま
す
。

　

三
春
だ
か
ら
で
き
る
教

育
改
革
を
実
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
授
業

を
考
え
直
し
て
い
く
「
授

業
改
善
」
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
三

春
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地

域
全
体
で
育
て
る
と
い
う

体
制
作
り
を
、
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
歴
史
や
伝

統
文
化
を
伝
え
る
活
動
に
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
視
点
で
は
、

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、

　

災
害
ご
み
の
仮
置
場
計

画
は
。

　

三
春
町
地
域
防
災
計
画

の
中
に
あ
り
ま
す
。
簡
易

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
国

の
指
針
を
踏
ま
え
た
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

を
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
₂
削
減
の
た
め
、

町
民
が
で
き
る
こ
と
は
。

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
う
え
で
、
ご
み
の

減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
は
、
重
要
な
課
題
で

す
。
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ

て
い
る
紙
ご
み
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
を
、
町
民

の
皆
様
に
徹
底
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
最
も
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

使
用
済
食
用
油
の
回
収

心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
振

興
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

量
が
、
年
々
増
え
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
30
年
は
減

っ
て
い
ま
す
。
原
因
は
何

と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

町
民
の
関
心
が
薄
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

質　

問

再
質
問

質
問
１

質
問
２

教
育
長

町　

長

町　

長

住
民
課
長

大規模災害

と　ご　み

新

教

育

長

所
信
を
語
る
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住宅分譲地

水没した郡山市富久山地内

問

答

台風19号後の分譲地譲渡は

問い合わせはあったが売れていない

質
問
１

再
質
問

質
問
２

質
問
３

　

篠　崎　　　聡  議 員

企
業
局
長

町
営
住
宅
団
地

分

譲

状

況

　　

令
和
元
年
10
月
13
日
に
、

台
風
19
号
の
影
響
で
隣
接

す
る
郡
山
市
や
本
宮
市
の

河
川
流
域
で
、
大
規
模
な

水
害
が
発
生
し
、
多
く
の

住
宅
や
施
設
、
農
地
な
ど

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
た
方
に
は
、

転
居
を
考
え
て
い
る
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
被
災
者
の
関
係

者
か
ら
、
三
春
分
に
空
き

地
が
な
い
か
、
隣
接
す
る

区
の
区
長
さ
ん
に
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
町
の
取
組
み
を

伺
い
ま
す
。

　

台
風
19
号
に
よ
る
水
害

の
後
、
岩
本
や
平
沢
四
合

田
住
宅
団
地
に
問
い
合
わ

せ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

台
風
19
号
後
、
問
い
合

わ
せ
は
７
件
あ
り
、
水
害

に
あ
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る

方
は
２
件
で
す
。

　

郡
山
市
や
本
宮
市
の
被

災
者
に
、
住
宅
団
地
の
ア

ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
か
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広

報
誌
へ
の
掲
載
、
隣
接
市

町
村
へ
新
聞
折
込
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

平
沢
四
合
田
住
宅
団
地

の
募
集
要
件
に
、
40
歳
以

下
の
子
育
て
世
代
と
あ
り

ま
す
が
、
緩
和
す
る
余
地

は
あ
り
ま
す
か
。

　

資
格
要
件
の
緩
和
は
、

資
格
要
件
を
設
定
し
て
い

る
平
沢
四
合
田
住
宅
団
地

は
、
「
若
者
や
子
育
て
世

代
の
定
住
」
を
目
的
と
し

て
造
成
し
て
お
り
、
現
時

点
で
の
方
針
を
変
え
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
の
質
問
の
進
捗
状

況
（
契
約
）
は
い
か
が
で

す
が
。

　

現
地
を
見
に
来
ら
れ
た

方
も
い
ま
し
た
が
、
他
の

市
町
村
も
見
て
み
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
新
た
な
契

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町　

長

町　

長

町　

長
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新　田　信　二  議 員

護岸がえぐられた桜川

町道の土砂崩れ等の災害復旧は

民地の田畑、山林等の支援補助

問

答

消
防
団
員
の
立
場
を
重
視
し
町
の
支
援
は

負
担
軽
減
で
団
員
確
保
を
図
る

問答

訓練に励む消防団員

質　

問

再
質
問

質　

問

町　

長

町　

長

町　

長

消防団員

処遇改善

台

風

１９

号

被

害

状

況

　

台
風
19
号
の
被
害
に
つ

い
て
、
10
月
12
日
未
明
か

ら
13
日
の
早
朝
に
か
け
て

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
河

川
の
氾
濫
で
国
県
町
道
が

掘
削
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、

民
地
の
田
畑
、
山
林
を
含

め
町
全
域
で
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
の
復
旧
は
。

　

桜
川
は
一
部
国
直
轄
区

間
を
除
き
、
県
の
管
轄
と

な
り
ま
す
。
今
回
、
河
川

氾
濫
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、

町
か
ら
早
期
の
工
事
着
手

に
向
け
て
、
引
き
続
き
要

望
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
擁
壁
が
河

川
護
岸
を
兼
用
し
て
い
る

箇
所
は
、
町
と
県
の
協
議

に
よ
り
、
復
旧
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
で
、
国
の
補

助
で
行
う
大
規
模
災
害
は
町

道
８
路
線
14
箇
所
、
農
地
・

農
業
用
施
設
11
地
区
あ
り
、

今
後
、
国
の
査
定
を
受
け

て
復
旧
工
事
と
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
地
域
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

高
齢
者
社
会
を
考
え
、
処

遇
改
善
を
検
討
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
。

　

政
府
も
、
消
防
団
は
事

前
防
災
応
急
対
応
な
ど
に

か
け
が
い
の
な
い
存
在
で

あ
り
、
処
遇
改
善
を
し
っ

か
り
と
指
示
し
て
い
く
と

応
じ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
仕
事
と

家
庭
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
、
家
族
の
協
力
で

消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
現
状
は
厳
し
く
、

今
後
は
、
機
能
別
消
防
団

も
含
め
た
任
務
の
軽
減
化

も
、
重
ね
て
要
望
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
。

　

県
へ
の
要
望
は
過
去
に

も
あ
り
、
機
能
別
消
防
団

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
合
わ
せ
、
消
防
団

と
協
議
を
重
ね
、
検
討
を

進
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
民
地
の
田
畑
、
山

林
な
ど
の
土
砂
崩
れ
は
、

重
機
借
上
げ
に
係
る
補
助

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
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しいたけとねぎ栽培を中心とした企業的農業経営 ねぎの収穫のようす

有休農地を活用したブルーベリー園

問

答

三春町の取組みは

地域で話し合う場を設ける

質
問
１

再
質
問
等

再
質
問

質
問
２

　

橋　本　善一郎  議 員

有

休

農

地

利

活

用

　

農
業
従
事
者
が
高
齢
化

す
る
中
で
も
、
農
地
の
維

持
管
理
が
で
き
る
作
物
の

導
入
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
新
た
な
特
産
品
開

発
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

　

三
春
町
の
振
興
作
物
は

ピ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
さ
く

ら
湖
の
周
辺
で
は
耕
作
放

棄
地
解
消
を
目
的
と
し
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
里
と
し
て

定
着
化
し
、
機
械
作
業
で

可
能
な
大
豆
は
、
面
積
拡

大
が
見
込
め
る
た
め
、
県

普
及
所
、
農
協
等
と
協
力

し
て
、
機
械
導
入
へ
の
支

援
や
、
生
産
さ
れ
た
大
豆

の
地
産
地
消
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

低
コ
ス
ト
で
需
要
に
応

じ
た
飼
料
米
生
産
支
援
、

さ
ら
に
町
内
酒
造
会
社
と

連
携
し
た
酒
造
好
適
米
の

生
産
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
農
業
委
員
会

と
連
携
し
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
組
織
を

中
心
に
、
集
落
に
お
け
る
地

域
農
業
の
あ
り
方
な
ど
、
話

し
合
う
場
を
設
け
る
な
ど
の

対
応
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
企
業

農
家
を
育
成
す
る
対
策

を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ま

す
か
。

　

農
業
経
営
の
改
善
、
共

同
化
、
法
人
化
、
県
農
業

会
議
、
農
協
な
ど
関
係
機

関
と
協
力
・
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

三
春
町
に
あ
る
農
業
法

人
へ
の
支
援
策
、
助
成
策

は
。

　

町
単
独
で
の
補
助
金
お

よ
び
交
付
金
は
あ
り
ま
せ

ん
。
案
件
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
農
業
普
及
所
と

と
も
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

県
外
か
ら
の
一
般
企
業

参
入
を
、
積
極
的
に
進
め

る
考
え
は
。

　

三
春
町
で
の
参
入
を
希

望
す
る
企
業
が
あ
っ
た
場

合
、
農
業
委
員
会
お
よ
び

県
の
関
係
機
関
等
に
、
貸

し
付
け
可
能
な
農
地
選
定

等
の
状
況
提
供
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長



12

松　村　妙　子  議 員

液体ミルクとほ乳びん

災害時の備蓄品の内容は

乳幼児用液体ミルクを購入し備蓄

問

答

町
立
三
春
病
院
「
再
編
・
統
合
」
の
経
緯
は

医
療
機
関
リ
ス
ト
提
出
し
た
中
に
該
当

問答

再編・統合の予定がない町立三春病院

質
問
１

再
質
問

質
問
１

質
問
２

質
問
２

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　　立

三春病院

乳
児
用
液
体

ミ

ル

ク

　

災
害
時
の
備
蓄
品
と
し

て
、
現
在
あ
る
内
容
と
必

要
な
物
は
。

　

現
在
備
蓄
し
て
い
る
品

物
で
食
料
品
等
は
、
飲
料

水
、
非
常
食
、
保
存
食
と

し
て
の
御
飯
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
ラ
ー
メ
ン
、
よ
う
か

ん
、
カ
レ
ー
等
延
べ
60
人

分
、
今
後
、
御
飯
、
パ
ン
、

カ
レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー
、
ス

ー
プ
等
、
延
べ
約
１
４
０

人
分
を
購
入
し
ま
す
。

　

他
に
寝
具
類
、
大
人
用

紙
お
む
つ
な
ど
も
備
蓄
し

て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
使
用
し
や
す

い
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク

を
加
え
て
は
。

　

今
後
、
乳
幼
児
用
液
体

　

町
立
三
春
病
院
の
再
編

や
統
合
に
関
す
る
記
事
が
、

新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

経
緯
に
つ
い
て
は
。

　

厚
生
労
働
省
で
開
か
れ

た
地
域
医
療
構
想
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
資
料
と
し
て
、
国
が
２

年
前
の
一
月
分
の
診
療
デ

ー
タ
を
独
自
に
分
析
し
、

「
病
床
の
機
能
に
つ
い
て

再
検
証
し
て
ほ
し
い
」
と

し
た
全
国
の
公
立
、
公
的

医
療
機
関
リ
ス
ト
を
提
出

し
た
中
に
、
町
立
三
春
病

院
が
該
当
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

町
と
し
て
の
今
後
の
取

組
み
、
基
本
姿
勢
と
検
討

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
。

　

今
回
の
公
表
内
容
に
よ
っ

て
、
町
立
病
院
自
体
の
再

編
や
統
合
に
つ
い
て
、
検
討

・
議
論
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ミ
ル
ク
を
購
入
し
、
備
蓄

し
て
参
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
液
体
ミ
ル
ク

の
認
知
度
が
低
い
の
で
、

乳
幼
児
健
診
な
ど
で
紹
介

・
啓
発
し
て
は
。

　

乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の

保
存
期
間
中
に
、
時
期
を

み
て
乳
幼
児
健
診
や
防
災

訓
練
等
で
紹
介
・
配
布
し
、

実
際
に
飲
ん
で
い
た
だ
き
、

啓
発
し
て
参
り
ま
す
。
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現在使用している車高が高い町公用車

法面が崩落した桜川

桜川沿いの路面が削られた農道

問

答

職員消防団員夜間時出動要請対応は

日没以降は活動しない

質
問
１

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質
問
２

質
問
３

　

影　山　初　吉  議 員

大
規
模
災
害

時

の

対

応

　
　

　

職
員
と
消
防
団
員
の
安

全
を
守
る
た
め
、
夜
間
時

の
出
動
要
請
に
対
す
る
対

応
策
は
。

　

安
全
を
考
慮
し
日
没
以

降
活
動
し
ま
せ
ん
。
通
行

止
め
の
看
板
設
置
等
は
、

必
ず
複
数
で
出
動
し
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て

も
、
長
く
大
規
模
災
害
が

な
い
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
再
点
検
す
べ
き
で
は
。

　

危
険
場
所
を
把
握
し
、

慎
重
な
行
動
を
と
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
、
職
員

登
退
庁
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

　

町
内
に
激
甚
な
被
害
が

発
生
、
震
度
６
弱
以
上
の

地
震
が
発
生
し
た
時
、
全

員
出
勤
し
ま
す
。

　

退
庁
時
に
つ
い
て
。

　

原
則
、
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
る
判
断
が
必
要
で

す
。

　

水
害
時
に
安
全
運
行
で
き

る
、
車
高
車
購
入
に
係
る
補

助
金
は
。

　

現
在
、
補
助
金
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

　

災
害
時
に
必
要
な
車
両

を
、
強
く
国
・
県
へ
要
望

す
べ
き
で
は
。

　

他
市
町
村
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
要
望
し
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

　
　
　
　
　

　

将
来
、
災
害
が
増
加
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
防
災

危
機
管
理
課
等
の
設
置
は
。

　

職
員
数
が
限
ら
れ
て
い

る
現
時
点
で
は
、
今
の
体

制
で
対
応
し
ま
す
。

　

温
暖
化
の
影
響
で
災
害

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
。

　

将
来
的
に
大
災
害
が
頻

発
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

専
属
の
担
当
が
必
要
で
す
。

質
問
４



視 察 研 修 レ ポ ー ト
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岩
手
県
金
ヶ
崎
町
議
会

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
14
年
連
続
受
賞

意見を述べる佐藤一八委員長（中央）

説明に聞き入る広報広聴委員

　

11
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
年
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
岩
手
県

金
ヶ
崎
町
議
会
と
宮
城
県
川
崎
町
議
会
を
訪
問
し
、
議
会
報
の
編
集
等
に
係
る

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
が
作
成
し
た
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
側
に
立
っ
た
早
業
の
編
集
と
発
行

♦ 

町
民
と
と
も
に
良
い
町
づ

く
り
を
、
の
理
念
の
も
と
、

議
会
報
も
独
自
の
12
ヵ
条
に

基
づ
い
て
、
あ
り
の
ま
ま
に

分
か
り
や
す
く
（
中
学
生
で

も
理
解
で
き
る
）・
議
員
の
力

で
（
事
務
局
に
頼
ら
な
い
）・

ス
ピ
ー
ド
発
行
（
定
例
会
の

翌
月
の
第
一
木
曜
日
）
と
し

て
い
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
も
、

町
議
会
も
そ
の
報
告
と
な
る

議
会
報
も
「
町
民
の
た
め
に
」

と
の
強
い
姿
勢
に
、
あ
ら
た

め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

♦ 
日
程
も
し
っ
か
り
と
組
ま

れ
て
い
て
、
議
会
初
日
に
ペ
ー

ジ
の
担
当
者
を
決
め
る
こ
と

に
始
ま
り
、
議
会
後
20
日
後

に
は
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
３
回
の
会
議
だ
け

で
効
率
良
く
作
業
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
議
員
の
大
変
な

精
力
を
感
じ
ま
し
た
。

♦ 

今
年
10
月
に
発
行
さ
れ
た

「
議
会
だ
よ
り
」
は
１
３
２
号

で
、
単
純
計
算
で
33
年
と
い

う
年
月
に
な
り
、「
継
続
は
力

な
り
」
と
い
う
諺
が
当
て
は

ま
る
事
象
と
思
っ
て
、
拝
見

し
ま
し
た
。

♦ 

町
村
議
会
報
全
国
大
会
で

は
、
平
成
17
年
か
ら
平
成
30

年
ま
で
連
続
14
年
間
表
彰
さ

れ
て
い
る
常
連
で
、
そ
の
質

の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

♦ 

中
学
生
が
読
ん
で
も
分
か

る
よ
う
に
、
と
の
方
針
の
も

と
、
専
門
用
語
は
用
い
な
い

で
、
議
論
の
中
身
は
か
み
く

だ
い
て
、
で
き
る
だ
け
分
か

り
や
す
く
編
集
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

♦ 

議
会
も
広
報
も
、
と
も
に

良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

の
共
通
認
識
の
下
に
、
過
去

や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

常
に
創
意
工
夫
や
改
善
を
し

て
い
ま
し
た
。

♦ 

編
集
に
当
た
っ
て
は
、
積

極
的
に
新
聞
社
や
、
広
報
民

間
会
社
の
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
き
、「
議
会
だ
よ
り
」
編

集
に
、
強
い
姿
勢
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

♦ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（※

）
を
意
識

し
て
い
る
の
か
、
編
集
要
領

で
は
、
記
事
配
分
目
安
は
、

文
章
30
％
、
写
真
30
％
、
見

出
し
余
白
30
％
と
な
っ
て
い

て
、
現
代
人
受
け
す
る
紙
面

づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

♦ 

常
に
町
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
、
と
念
頭
に
置
い

て
、
カ
メ
ラ
担
当
者
１
人
を

置
き
、
記
事
に
応
じ
て
写
真

を
撮
り
に
行
き
、
住
民
主
役

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
写
真
を

多
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、
親

し
み
を
持
た
れ
る
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

※ＩＣＴ化…インターネットをはじめとした通信技術を用いて円滑なコミュニケーションを図ろうとする動き
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説明を聞く広報広聴委員

議場での記念撮影

♦ 

「
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
！ 

目

指
せ
！ 

全
国
制
覇
」
を
目
標

と
し
、
町
名
表
記
を
カ
タ
カ

ナ
に
変
更
す
る
な
ど
の
努
力

に
よ
り
、
上
位
入
賞
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宮
城

県
出
身
の
漫
画
家
石
ノ
森
章

太
郎
氏
が
作
品
の
中
で
使
っ

て
い
る
「
カ
タ
カ
ナ
」
か
ら

宮
城
県
川
崎
町
議
会

　
　
　
　
　
　

目
指
せ 

全
国
１
位

視
察
全
体
を
通
し
て

視
察
全
体
を
通
し
て

ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
探
求
心
が
働
い
た

良
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。

♦ 

広
報
誌
の
表
紙
、
裏
表
紙

の
写
真
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー

（
協
力
員
）
が
撮
影
し
た
も
の

で
、
不
採
用
に
な
っ
て
も
苦

情
は
一
つ
も
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
議
会
と
住
民

と
の
関
係
の
良
さ
が
推
察
で

き
ま
す
。

♦ 

半
分
以
上
の
議
員
で
委
員

会
を
構
成
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト

を
分
担
し
、
発
行
ま
で
に
５

回
委
員
会
を
開
い
て
制
作
し

て
い
ま
し
た
。

♦ 

取
り
決
め
事
項
を
毎
年
追

加
、
改
善
し
て
、
表
現
の
仕

方
を
具
体
的
に
統
一
す
る
な

ど
、
町
民
が
よ
り
読
み
や
す

い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

♦ 
全
員
が
レ
イ
ア
ウ
ト
を
１

人
で
作
れ
る
と
の
こ
と
で
、

全
員
で
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

個
人
で
も
勉
強
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

♦ 

制
作
用
の
カ
メ
ラ
が
２
台

あ
り
、
写
真
が
効
果
的
に
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
町
民
が
写
さ
れ
て
い
て
、

町
民
を
紹
介
す
る
「
か
わ
さ

き
想
い
人
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

各
委
員
持
ち
回
り
で
町
民
へ

の
取
材
依
頼
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

♦ 

広
聴
活
動
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
定
数
削
減

や
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

住
民
と
と
も
に
つ
く
り
、
つ
な
げ
る
広
報

広 報 広 聴 委 員

♦ 

議
会
報
に
町
民
や
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
登
場
す
る

こ
と
で
、
議
会
へ
の
理
解
が

深
ま
る
と
思
い
ま
し
た
。

♦ 

議
会
全
体
で
創
意
工
夫

し
、
町
民
に
好
か
れ
る
議
会

報
作
り
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

♦ 

議
会
報
は
硬
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
町
民
の

紹
介
、
写
真
、
図
解
、
町
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
親
し
み
や
す
く

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

♦ 

三
春
町
の
議
会
報
も
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
表
紙

は
桜
の
町
を
生
か
し
て
、
サ

ク
ラ
色
に
し
た
り
、
タ
イ
ト

ル
を
工
夫
す
る
な
ど
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
紙
面
づ
く
り
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

♦ 

こ
の
研
修
を
教
訓
と
し

て
、
三
春
で
も
良
い
も
の
は

取
り
入
れ
、
町
民
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
な
広
報
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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10月

11月

12月

議会活動日誌
　

　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町などが主催し

て議員が出席した行事を掲載します。今回は、令和元年10月から12月までの議会活動をお知らせし

ます。

　なお、名称は簡潔に表記している場合がありますので、ご了承ください。

　１日　・第２回臨時会

　７日　・第３回臨時会（～８日）

１０日　・第４回臨時会（～15日）

１２日　・三春大神宮秋季例大祭

１７日　・三春フォトコンテスト審査会

　　　　・愛姫イラストコンテスト審査会

１９日　・三春中学校文化祭　

　　　　・歴史民俗資料館秋季特別展オープン式

２０日　・田村三方部親善剣道大会

　　　　・市町村対抗福島県軟式野球大会町選手団

　　　　　解団式

２１日　・第５回臨時会

　　　　・全員協議会

　　　　・広報広聴特別委員会

　　　　・町高齢者作品展示会審査会

　　　　・花と音楽祭写真コンテスト審査会

２２日　・芸能発表会

　　　　・台風19号被災地現地調査

２３日　・町高齢者作品展示会表彰式

２４日　・田村地方交通安全大会（田村市）

２６日　・御木沢小学校ふれあい発表会

２７日　・グルッペ・ムジケ音楽祭

２８日　・郡山地方広域消防組合議会運営委員会・

　　　　　定例会（郡山市）

　　　　・町村議会議長会新人議員研修会（福島市）

２９日　・田村広域行政組合議会運営委員会・全員

　　　　　協議会

　　　　・三春病院事業運営協議会

　　　　・新人議員庁内研修会（～11月１日）

３０日　・町小中学校音楽祭

　　　　・さくらちびっこサークルとの意見交換会

３１日　・教育長退任式

　　　　・教育長就任式

　２日　・三春秋まつりオープニングセレモニー・

　　　　　交流会　

　３日　・ふくしま駅伝町選手団結団式

　　　　・町各種功労者表彰式

　４日　・御木沢地区文化祭　

　５日　・田村広域行政組合議会定例会

　８日　・三春交流館運営協会との意見交換会

１３日　・町村議会議長全国大会（東京都）

　　　　・郡山消防署富久山分署開署式（郡山市）

１５日　・総務常任委員会と所管課職員との顔合わ

　　　　　せ会

　　　　・文教厚生常任委員会と所管課職員との顔

　　　　　合わせ会

１７日　・ふくしま駅伝応援・解団式・慰労会

１８日　・広報広聴特別委員会視察研修（～19日

　　　　　岩手県他）

　　　　・区長会秋季研修会（～19日埼玉県他）

２０日　・ＮＰＯ法人町国際交流協会との意見交換会

２１日　・全員協議会

２２日　・経済建設常任委員会と所管課職員との顔

　　　　　合わせ会

２３日　・町消防むらさき会定例会

２４日　・町中学生英語弁論大会

２５日　・全国高校男子駅伝大会出場激励

　　　　・福島県農業賞「特別功労賞」受賞祝賀会

２７日　・議会運営委員会

２８日　・退任民生委員・児童委員感謝状贈呈式

　　　　・町民生児童委員協議会分散会

　１日　・加藤徳治氏旭日単光章受章祝賀会

　２日　・12月定例会（～６日）

　　　　・民生委員・児童委員委嘱状交付式

　６日　・婦人会（三春町・富岡町・葛尾村）交流会

　　　　・全員協議会

　８日　・町ソフトボール協会納会

　９日　・意見交換会要望内容の町への申入れ

　　　　・町幼稚園保育所保護者会連合会との意見

　　　　　交換会

１３日　・農業講演会

１７日　・みはる観光協会研修（喜多方市）

１８日　・三春まちづくり公社取引先慰労懇親会

１９日　・三春秋まつり実行委員会全体会

２３日　・全国高校男子駅伝大会報告会

　　　　・田村西部環境センター地元説明会

２６日　・県道飯野・三春・石川線整備促進期成同

　　　　　盟会要望活動（福島市他）

２７日　・仕事納め式
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～ スマホ用アプリ「マチイロ」をご利用ください ～

　

供
提
に
ん
さ
皆
の
く
多
り
よ
を
」
る
は
み
報
会
議
「
、
は
で
会
議
町
春
三

　

」
る
は
み
報
会
議
「
で
ど
な
ホ
マ
ス
、
も
で
こ
ど
も
で
つ
い
、
き
届
が
せ
ら
知

。
い
さ
だ
く
用
利
ご
ひ
ぜ
。
す
ま
き
で
が
と
こ
む
読
を

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

川の水の勢いで崩落した富沢地内の町道大きくえぐられた上舞木地内の国道288号線

　

迅
速
な
災
害
復
旧
を

　

台
風
19
号
は
、
10
月
12
日
か
ら
13

日
に
か
け
、
短
時
間
に
２
５
０
ミ
リ

を
超
え
る
大
雨
を
降
ら
せ
、
河
川
の

氾
濫
、
国
道
を
は
じ
め
と
す
る
道
路

網
の
寸
断
、
農
作
物
や
農
業
施
設
へ

の
被
害
、
住
宅
や
敷
地
へ
の
土
砂
の

流
入
な
ど
、
大
き
な
災
害
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。

　

三
春
町
議
会
で
は
、
10
月
22
日
に

被
災
地
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
議

会
議
員
や
町
長
が
、
富
沢
地
内
の
町

道
五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
の
橋
梁
橋

脚
洗
堀
の
状
況
を
は
じ
め
、
県
道
本

宮
三
春
線
の
法
面
崩
落
、
国
道
２
８

８
号
線
の
河
川
護
岸
洗
堀
・
道
路
陥

没
の
状
況
な
ど
、
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
８
箇
所
を
現
地
調
査
し
ま
し

た
。

　

現
地
で
は
、
町
担
当
者
か
ら
当
時

の
警
戒
態
勢
、
被
害
状
況
、
今
後
の

応
急
対
策
・
復
旧
対
策
な
ど
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
議
会
と
し

て
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
町
に
要

望
し
ま
し
た
。

台

風

19 

号

に

よ

る

被

災

地

調

査

台

風

19 

号

に

よ

る

被

災

地

調

査



国際交流協会との意見交換会
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町民との意見交換会を開催町民との意見交換会を開催

坂本町長へ申し入れる佐藤議長（左）

● 

子
育
て
支
援
の
拡
充
に

　

 

つ
い
て

●
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」
で
生
の
演
奏
を

● 

少
子
化
対
策
事
業
の

　

 

推
進
に
つ
い
て

　

　

　

意見を述べる参加者 さくらちびっこサークルとの意見交換会

　三春町議会では、平成28年度から、広く町民の皆様から議会や

町政に対する意見などを伺い、広聴活動を通じて、住民の福祉向

上や地域振興につなげるために、意見交換会を開催しています。

今年度は、昨年10月から今年１月にかけて５団体と意見交換会を

開催し、２月にも開催する予定です。

　各団体との意見交換会では、子育て支援をはじめ、町民文化の

向上、国際交流活動など幅広い分野において、多くの意見などを

いただき、改めて議会で協議・検討し、12月に次のとおり町に申

し入れましたのでお知らせします。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
民
文
化
の
向
上
に
つ
い
て

● 

指
定
管
理
内
容
の
再
検
討
を

国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て

　

子
供
の
遊
び
場
に
対
す
る

需
要
が
高
ま
る
中
で
、
多
く

の
親
子
が
町
外
の
子
育
て
支

援
施
設
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

町
内
に
子
供
の
遊
び
場
を
確

保
し
、
低
年
齢
児
も
含
め
た

異
年
齢
の
子
供
た
ち
が
安
心

・
安
全
な
環
境
下
で
一
同
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

屋
内
・
屋
外
既
存
施
設
の
利

用
を
含
め
た
子
育
て
支
援
施

設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　

乳
幼
児
を
養
育
す
る
者
を

対
象
と
し
た
「
す
く
す
く
赤

ち
ゃ
ん
応
援
助
成
券
支
給
事

業
」
は
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
に
寄
与
し
て

い
る
が
、
対
象
と
な
る
商
品

の
中
に
は
、
２
歳
以
降
も
多

く
使
用
す
る
商
品
が
あ
る
た

め
、
支
援
の
拡
充
に
努
め
る

こ
と
。

　

申
し
入
れ
た
内
容
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
に
「
ま
ほ

ら
ホ
ー
ル
」
に
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
ピ
ア
ノ
演
奏
が
す
ば
ら

し
く
て
も
、
来
場
者
が
少

な
い
。

　

議
員
に
は
、
町
民
に
一

度
聞
い
て
み
て
は
ど
う
か
、

と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。
実

際
に
聞
き
、
生
の
演
奏
の

す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。

 　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
春
町
国
際

交
流
協
会
が
「
ラ
イ
ス
レ
イ

ク
の
家
」
の
指
定
管
理
を
受

け
管
理
し
て
い
る
が
、
指
定

管
理
料
は
、
ほ
ぼ
人
件
費
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

宿
泊
事
業
や
喫
茶
事
業
の

取
組
み
も
含
め
た
う
え
で
、

指
定
管
理
の
内
容
や
金
額
を

再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

三春交流館運営協会との意見交換会

子育て支援の拡充を子育て支援の拡充を



19

◇◆◇ 請願・陳情の手続き ◇◆◇

◇◆◇ 議会の開会予定 ◇◆◇
◆ 議会開会予定

　 次の議会は３月定例会です。３月２日（月）開会、３日（火）の一般質問を予定しています。
◆ 議会開会広報

　 議会の開会は、議会報号外、議会ホームページ、防災行政無線、役場前掲示板などでお知らせします。
　（http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）
◆ 議会傍聴

　 　本会議や各委員会のようすを傍聴できますが、昨年4月から傍聴方法が一部変更になりましたので、
　 次のとおりお願いします。
◇ 本会議・委員会共通

  ① 一人一枚の個票になっている傍聴人受付票へ氏名・住所を記入し、受付ボックスにお入れください。
  ② 写真撮影や録音等を行う場合は、会議の進行を妨げない範囲でお願いします。
◇ 本会議

　　 団体で傍聴する場合は、傍聴人受付名簿に記入し、議会事務局へ提出してください。
◆ 委員会組織

　　 議会には、議会運営委員会と、総務・経済建設・文教厚生の３つの常任委員会、広報広聴特別委員
　 会があります。

　 三春町議会では、町政などについて町民の皆さんの希望や要望を、請願・陳情として受け付けしています。

◆ 提出方法　　

　 議会事務局（役場４階）へご持参ください。

◆ 受付締切

　 議会定例会開催日７日前までとなります。

◆ 様式等

　 特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願います。

　 ①件名　○○に関する請願書、○○に関する陳情書など　②提出年月日　③提出者住所･氏名・印鑑

　 ④紹介議員氏名・印鑑（請願のみ）⑤請願・陳情要旨　⑥関係機関への意見書の提出を求める場合には、

　 意見書案　⑦三春町議会議長宛

※ 陳情については、内規により原則として、町内に関する事項・内容などについて提出されたものを審議する

　 こととし、それ以外または郵送によるものは配付のみとなっています。

　

　

　

　

神社での参拝を終えいよいよ本番

　

令
和
２
年
の
元
旦
に
、

今
年
も
塩
釜
神
社
近
く
の

水
田
で
、
無
病
息
災
、
五

穀
豊
穣
、
子
孫
繁
栄
を
願

い
「
西
方
水
か
け
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
結
婚
し
た
男
性

の
家
で
、
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
体
を
温
め
た
後
に
大

滝
根
川
で
み
そ
ぎ
を
行
い
、

塩
釜
神
社
を
参
拝
。
そ
の

後
、
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
を
駆
け
回
り
な
が
ら
、
バ
ケ
ツ

に
く
ん
だ
冷
た
い
水
や
泥
を
か
け
合
い
、
訪
れ
た
方
々
か

ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
方
水
か
け
祭
り
は
、
新
婚
夫
婦
の
家
を
「
宿
」
と
し

て
、
地
区
の
役
員
や
若
連
の
方
々
な
ど
を
祝
宴
の
席
に
招

き
、
お
嫁
さ
ん
が
、
し
ゃ
も
じ
、
す
り
こ
ぎ
、
杓
が
縛
ら

れ
た
椀
籠
を
背
負
い
、
招
待
客
を
も
て
な
す
こ
と
か
ら
、

若
者
の
結
婚
を
祝
福
す
る
儀
式
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

万歳三唱で水かけ祭り終了のはずが

祝宴の席で笑顔を見せる新婚夫婦

し
ゃ
く

わ
ん
か
ご



฀฀

発行／福島県三春町議会　　編集／広報広聴特別委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX／０２４７－６１－２３１０　E-mail ／ gikai@town.miharu.fukushima.jp

　
　
　
　

　

会
員
委
別
特
聴
広
報
広長

員
委

長
員
委
副委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

前回の答え

　

会
員
委
別
特
聴
広
報
広

長
員
委

長
員
委
副委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

あなたも町議会議員になれるかな？　議員になれるのはいくつからでしょうか？

Ａ　18歳　　　Ｂ　25歳　　　Ｃ　30歳

・・・正解と思われるアルファベット（ＡＢＣ）を選んでください・・・ 

第２3回議会クイズ

　今回は、御木沢小学校で行われた「親子たこづくり」のようすを紹介します。

シリーズ みはるの子どもたち ～小学校編～

 

竹ひご切りにくい

うまくあがるかな

あがれ！走れ！

前回の答え

１ ６ 名

御
木
沢
小
学
校
（
樋
ノ
口
地
内
）

れ
が
あ
く
高
ỏ
け
ふ
よ
風

　

月
１

11

童
児
校
全
に
日

76

ỏ
て
し
加
参
が
人

和
昭
Ố
た
し
ま
れ
わ
行
が
」
り
く
づ
こ
た
子
親
「54

も
に
り
く
づ
こ
た
で
子
親
は
年
今
ỏ
が
た
し
ま

　

助
手
の
ん
さ
山
堂
ỏ
ん
さ
木
鈴
ỏ
ん
さ
越
堀

い
描
が
ち
た
も
ど
子
ỏ
ら
が
な
き
だ
た
い
を
け

ỏ
げ
上
仕
て
け
付
を
し
あ
ỏ
糸
ỏ
ご
ひ
竹
ỏ
に
絵
た

い
な
の
風
く
に
い
あ
Ố
た
し
ま
し
ば
飛
で
庭
校

Ố
す
で
う
よ
た
れ
さ
ご
過
を
間
時
い
し
楽
で
子
親
ỏ
れ
か
聞
が
想
感
の
と
」
い
た
み

　

ン
リ
オ
よ
い
よ
い
は
年
今

れ
ま
恵
に
候
天
ỏ
が
す
で
配

Ố
ね
す
で
い
よ
と
る

　

年
昨

11

修
研
の
会
議
町
崎
川
と
会

報
会
議
の
回
今
ỏ
け
受
を

委
別
特
に
上
以
で
ま
今
ỏ
は

ま
い
て
い
書
て
し
担
分
を

Ố
す

　

・
真
写
の
紙
表
裏
・
紙
表

作
て
け
か
出
に
材
取
も
章
文

を
力
つ
ず
し
少
Ố
た
し
ま
り

議
の
国
全
は
れ
ず
いỏ
て
け
つ

い
思
と
い
た
け
受
を
）
査
審

Ố
す
ま

）
子
じ
ふ
崎
山
（

　

ン
リ
オ
よ
い
よ
い
は
年
今

れ
ま
恵
に
候
天
ỏ
が
す
で
配

Ố
ね
す
で
い
よ
と
る

　

年
昨

11

修
研
の
会
議
町
崎
川
と
会

報
会
議
の
回
今
ỏ
け
受
を

委
別
特
に
上
以
で
ま
今
ỏ
は

ま
い
て
い
書
て
し
担
分
を

Ố
す

　

・
真
写
の
紙
表
裏
・
紙
表

作
て
け
か
出
に
材
取
も
章
文

を
力
つ
ず
し
少
Ố
た
し
ま
り

議
の
国
全
は
れ
ず
いỏ
て
け
つ

い
思
と
い
た
け
受
を
）
査
審

Ố
す
ま

）
子
じ
ふ
崎
山
（　佐

　藤

　一

八

　山

　崎

子
じ
ふ

　井

　
　
　上

聡

　篠

　
　
　崎

聡

　橋

　本

郎
一
善

隂ɹ

　山

ɹ

夫

　影

　山

　初

吉

◆ 応募方法　クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「議会報みはる」に
　　　　　　 対するご意見、ご感想を併せて記入のうえ、はがき、またはＦＡＸで送付
　　　　　 （送信）してください。また、今回から、Ｅ-mailでの応募も受け付けます
　　　　　　 ので、必要事項を入力のうえ、下記のアドレスまで送信してください。
　　　　　　正解者の中から、抽選で３名の方に１,０００円分の商品券を差し上げ
　　　　　　 ます。
　　　　　　 当選は発送をもって代えさせていただきます。
◆ 送 付 先　〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局　
◆ 締 切 日　2月21日（金）（当日消印有効）
※ 前回は12件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。


